
第１クール 第１．５クール 第２クール

試行実施 効果測定 効果検証

•学校長へのヒアリング

•教職員の負担軽減についての調査

学校（管理

者・教職員）

•児童の登録率・参加人数（試行前からの変化）

•放課後の過ごし方の変化、家庭の変化（アンケート予定）

参加児童・保

護者

•運営の現場における課題（人員配置等）

•従来の地域ボランティアの協力

運営（社会福祉

法人・地域ボラ

ンティア）

•新規申請者数及び在籍者数、来館者数の変化

•学童クラブの登所率、降所時間等の変化

学童クラブ・

児童館

放課後子ども教室運営委員会にて評価
※放課後子ども教室運営員会：学校長、PTA代表、受託法人代表等を
メンバーとし、放課後子ども教室の実施評価について検討する委員会

放課後子ども教室（業務委託）試行実施の検証項目について

R5.10 R6.9 R7.4

令和５年度 令和６年度 令和７年度

学校施設の利用にあたってハード面（施錠、電気代、清掃等）とソフト
面（児童の動き、授業計画等）の課題を整理する。国の課題事項として
もあげられている教員の負担軽減への寄与について、現場の声を拾う。

試行前と比較して、児童数に対する登録率の変化、参加人数の変化を調
査し、需要を探る。また、児童が放課後をどう過ごすようになったか、
児童が放課後子ども教室に参加することによる家庭の変化を探る。

運営受託法人とヒアリングを重ね、現場の課題を把握し、円滑な運営の
ための調整を行う。個別ケースに依存せず全校に適用できるモデルケー
スとなるようルールを固める。

また、既存の地域ボランティアの関わりの度合について調査する。

学童クラブの退所者のうち、退所理由が放課後子ども教室への移行であ
る児童の数を調査し、今後の待機児童対策や、学童クラブの在り方の検
討へ繋げる。学童の現場へもヒアリングを行い、変化を調査する。

学童クラブ利用需要の変化を期待
放課後の居場所に学童クラブではなく放課後子ども教室を積極的に利用
する児童が増えることで、学童クラブ施設整備によらない待機児解消へ
つなげていく

２校の試行実施を受け、継続の判断 R7以降の実施校選定 追加実施校の開始

今後検討していくもの
・出席確認（入退室管理）システムの導入
・長期休暇（夏休み等）期間の実施

令和5年11月15日
第３回多摩市子ども・子育て会議
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